The roles of the bakufu and the inhabitants of Edo in the formation of a new “meisho” space : the eighth shogun Tokugawa Yoshimune and his plan for the mass planting of cherry trees at Asukayama by デシャテニコワ クセニヤ
幕府と江戸市民の新しい名所空間の形成と役割 : 
八代将軍吉宗と飛鳥山の桜の群植を一例として
著者 デシャテニコワ クセニヤ
出版者 法政大学大学院　国際日本学インスティテュート専
攻委員会
雑誌名 国際日本学論叢
巻 13
ページ 122-144
発行年 2016-03-07
URL http://hdl.handle.net/10114/12758
幕府と江戸市民の新しい名所空間の形成と役割
122
幕府と江戸市民の新しい名所空間の
形成と役割
―‌八代将軍吉宗と飛鳥山の桜の群植を一例として‌―
デシャテニコワ・クセニヤ
はじめに
　江戸時代に関する固定観念のひとつに、江戸時代は「旅ブームの時代」
であり、「江戸が国の中心地であった」ということがある。しかし実際に
は、旅ブームが起こるまでに、長い準備期間が必要であった。さらに、最
古の地誌が17世紀の中ごろから出現しているにもかかわらず、都市として
の江戸は長い間、観光の目的地ではなかった。17世紀中は、「Kyoto‌
enjoyed‌ a‌ virtual‌monopoly‌ on‌ places‌ and‌ sights‌with‌ cherished‌
historical‌or‌literary‌associations」（Shively、1991：733）という状態であっ
て、江戸の観光化への道のりは長かった。
　18世紀前半までは、国の旅文化の発展期間であった。江戸時代の旅ブー
ムに先立つ必要な過程は、街道とその設備の発展であった。江戸を中心と
した五街道は主要道路であり、その中で宿駅制度が整えられた。1630年代
から、諸大名の江戸への参勤が義務付けられた。参勤交代で国元と江戸を
円滑に行き来するために、五街道に続く脇街道も整備されるようになっ
た。脇街道を含む五街道では、諸大名により並木が植えられ、川には渡し
舟が置かれた。その措置は、商業の交流を発展させ、大消費地である江
戸・京都・大坂などの間の物資・情報・文化の流通と交換を促した。
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　整備の目的は参勤交代の大名の通行、公用の武士の交通を円滑にするこ
とであったが、全国的な交通環境の整備の結果、大規模な旅も快適なもの
になってきた。17世紀の前半までに、五街道を利用した者は、出張する幕
府の役人、領主の命令に従う武士や、商取引をする商人、少数の巡礼修行
者であった。気晴らしに「旅」をする伝統は、まだ殆どなかった。
　しかし、18世紀からの道路網の発展、農業技術の進歩、新田開発、農業
販売の拡大、各地の特産品の全国規模の流通などの結果、生産者である農
民も、売り主と買い主である都市に住む人（庶民）も、生活のレベルが向上
し、町でも村でも、時間と金の余裕、そして行動の自由を持つ者が出てき
た。
　幕府は、旅が出来る条件を整え、寺社参詣の旅、温泉湯治の旅の場合、
寛大さを示していた。旅が厳しく統制された農民も、往来手形を受け取っ
て、冬の農閑期を利用して、旅に出掛けることが可能になった。
　18世紀から、参詣の目的地として特に人気になったのは伊勢神宮であ
る。伊勢に向かっている北の地域からの旅人は、途中で江戸にも入ってい
たが、17世紀の終わりまでに、江戸は名所も地誌と案内記も少なかったの
で、参詣者は江戸をほとんど歩き回らなかった。旅日記にも江戸について
の記述は少なかった。しかし、18世紀初頭から、江戸の都市化が進み、参
詣者が江戸で泊まったり都市を歩き回ったりするようになった。その頃の
「江戸の観光」では、「伊勢参宮などの途中江戸に立ち寄り、2～3泊ほどし
て市中各所を見物する」（山本2005：2）ということが多くなってきた。
　江戸で時間を過ごす観光客の数の増加、江戸人口の急増という状況の中
で、江戸では新しい名所・遊覧空間を作る必要が出て来た。近世の出版文
化の発達と共に、浮世絵、案内記、地誌などが増え、都市についての情報
を早く広めていた。「江戸の名所に関する書物が数多く出版されたことで、
江戸観光は活発化したが、江戸観光が活発になることで、江戸名所を取り
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上げる出版活動に拍車がかかるという側面もあっただろう」（安藤　
2005：46）と言われている。ある場所が人気になると、地誌などに載って、
広く知られるようになった。
　しかし、名所として知られていない場所が、どのように名所になったの
か考えてみると、場所の「名所化」の過程は様々であったと言える。その過
程には、江戸幕府も江戸の市民も関与していたに違いないが、彼らのそれ
ぞれの役割は異なっていたと思われる。
　本稿では、江戸の北のほうの近郊である飛鳥山を、人気のない場所の
「名所化」の一例として挙げてみたい。その場所は江戸の新しい花見の名所
になったが、その過程の特徴は、「名所化」が八代将軍吉宗の直接の関与で
行われていたということである。しかし、江戸の住民は全く関係がなかっ
たとも言えない。将軍の役割と江戸の居住者のそれぞれの役割を検討す
る。それと共に、吉宗は、如何なる考えのもとで飛鳥山の計画を立てたの
かということと、飛鳥山と近隣の王子が江戸市民の利用の中でどのような
空間になったか、ということも検討する。
１．吉宗以前の王子と飛鳥山の様子‌‌
　14世紀には、王子の地域は豊島左衛門の領地になった。領主は、紀伊国
出身だった。紀伊国は、熊野信仰の中心地であったため、豊島氏の家族は、
故郷から関東に移動した時に、国の南部にあった若一王子神社を勧請した
ので新しい領地の名を「王子村」に変更した。
　江戸時代には、王子が将軍家の鷹狩りの場になった。若一王子神社（王
子権現）は、徳川家光（1604－1651）の頃に、再建された。「寛永11年、徳川
家光の命により、ここに権現造りの広大な社殿が建立された」（『江戸文学
地名辞典』、1973、東京堂出版）とある。
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　王子稲荷神社は、神社そのものの歴史が長く、源頼義も「深く当社を信
仰した」（『江戸文学地名辞典』、1973、東京堂出版）とされ、昔の名前は、
「岸稲荷」であった。地域が王子という名前を受け入れてから、王子稲荷と
称されたようである。江戸時代には、「徳川将軍家の祈願所と定められ」
（『江戸文学地名辞典』、1973、東京堂出版）て、金輪寺が別当寺であった。
　稲荷信仰は、江戸時代にわたって特に隆盛した信仰の一つであり、
「元々農業神であったが、商業や芸能、火防など、様々な現世利益をもたら
す神様として信仰され、（中略）、病気予防治癒」（安藤　2005：50）などを
江戸の町人が期待した効験のある神様であったからだ。上述のように、江
戸時代には、王子という地域は、王子権現と王子稲荷神社が位置するエリ
アであり、江戸と周りの農村の者が参詣に行っていたので、すでによく知
られている場所であった。
　王子の近隣地域である飛鳥山も、中世期から豊島氏の領地になった。紀
伊国から飛鳥祠を勧請し、祠の新しい場所の山が「飛鳥山」の号になった
ということが、名前の由来だとされている。寛永年間（1624－1644）に、
「王子権現御造営の時、この山の上にある飛鳥祠を遷して、権現の社頭に
鎮座」（『江戸文学地名辞典』、1973、東京堂出版））させたことで、その山の
名前が地名として保存された。‌
　このように、八代徳川吉宗の活動以前、王子の地域は江戸の住民の巡礼
地として、すでに人気のある場所だったが、飛鳥山は、「人家はきわめて少
なく、全くの農村」（『江戸文学地名辞典』、1973、東京堂出版）にすぎず、こ
の2つの地域の間の文化的な関係は、まだ存在しなかったようである。　
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２．八代将軍吉宗とは
　八代将軍吉宗（1684‌ -1751）は、御三家の一つである紀州二代藩主徳川光
貞の四男として生まれたので、そもそも将軍になる考えも予定も全くな
かったと言われている。「御三家庶流の一小大名として一生を終るかにみ
えた」（日本近世人名辞典、2005、吉川弘文館）人だったが、宝永2年（1705）
には、紀州家三代藩主になった兄が死亡し、そのあとをついだ次兄も同年
に急死したため、吉宗は紀州家五代藩主となった。そのとき、名前を「頼
方」から「吉宗」に改名した。藩主としての在位は12年間であり、将軍にな
る前に、管理の仕事の経験、様々な問題の解決の経験などを受け、賢明か
つ経験豊富な経営者として真価を証明した。
　1712年には、六代将軍徳川家宣が死亡し、そのあとをついでいた家継
は、4年後八歳で死亡した。御三家の尾州徳川家、紀州徳川家、水戸徳川家
は、3人の候補者から将軍を選ぶことになり、「結局のところ八代将軍は紀
州吉宗のところに落ち着いた。吉宗が一番家康に血が近かったから、とい
うことになっているが、実際には、（中略）吉宗の資質」（日本近世人名辞
典、2005、吉川弘文館）が決定要因になったようである。1716－1745の在職
期間に、「積極的に改革政治にとり組み、多大の成果をあげて、徳川中興の
英主とうたわれた」（日本近世人名辞典、2005、吉川弘文館）という評判で
ある。将軍の人柄の特徴として、身体的に強く、精力家であり、「当時の将
軍や大名のように、美醜、教養などを気にすることなく、（中略）服装も質
素」（日本近世人名辞典、2005、吉川弘文館）であり、厳寒にも強く、何より
も狩を好んだようだ」（日本近世人名辞典、2005、吉川弘文館）ということ
である。そもそも将軍の後継者として育てられなかったので、子供の頃か
ら受けた知識と経験、形成された価値観などは、他の徳川将軍とずいぶん
異なり、普通と違う物事の見方を持っていただろう。吉宗の政策に関し
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て、様々な事態の解決・改善の際に、慣例にとらわれない思考を使った人
だと言える。
　飛鳥山などでは、新しい花見の場を創る計画にも、「桜の群植」という、
江戸にはまだ珍しい思考が見られる。計画そのものは、そもそもいくつか
の都市問題を解決するために立てられた。スタートになったのは、江戸庶
民の花見に関係した「行楽」の展開と江戸の公序良俗の問題である。
　次に、花見の歴史的で、文化的な変転に触れてみたい。
３．吉宗以前の江戸の花見モデル
　古代と中世の「花見」は、近世の花見と異なる点がいくつかあった。かつ
ては、桜だけではなく、他の四季の花も「花見」の対象であったようだ。
「『万葉集』の頃は、桜よりも梅が「花」を代表するものだった。ところが、
『古今集』では、桜と梅の位置は逆転し、だんぜん桜が多くなる。（中略）奈
良朝から平安朝にかけて、春の花見の対象が梅から桜へと移行する」（白幡　
2000；128－129）という基本的相違もあった。さらに、花見文化のモデル
も、2つに分かれていた。貴族文化的な花見は、花を見ながら、漢詩や和歌
などの教養を競うイベントであった。農民文化的な花見は、「花を見る」と
いうことが中心ではなかったようであり、「高山」、「春山入り」などの名前
のあるモデルがあった。「春先、花の咲く頃に飲食物を携えて近くの山に
入り、一日を過ごす行事である。（中略）冬を支配していた神を山に送り帰
し、春の芽ぶきをもたらす田の神を迎える宗教行事とする解釈がほぼ定着
しているが、その当否はともあれ、桜の花がそのさい大きな役割をもった
ことはたしかである」（白幡　2000；129）ということであった。
　江戸時代初期には、かつての花見モデルの意識が強く、その頃の地誌で
は、桜の名所より、梅の名所のほうが多かった。桜の花見をするすべての
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場所は、限られた数の桜しかなく、「群集をさそう桜の群植ではなかった」
（白幡　2000；132）という。一本の木だけの「桜の名所」であった。『江戸名
所記』（1662）では、桜の名所として、「牛込右衛門桜」（円照寺の境内）、「渋
谷金王桜」（金王八幡宮の境内）、「谷中法恩寺」が記述されているが、その
説明に出て来る桜は2本である。
　江戸初期の地誌に見える花見の様子は、「教養を背景にしたもの静かな、
いわば遺族的・文人的な観賞であり、古来行われていた花の観賞の仕方を
踏襲したもの」（白幡　2000；131）だったことが明らかである。四季の代表
的な花の一本の木の「花見」から、「群集による桜の花見」への変化が起
こったのは、「天和年間（1680年代）に入り、上野の桜が大木になるころ、
群植された桜すなわち群桜の下でのにぎやかな花見が普及していった」
（白幡　2000；133）ことだったので、「花見と江戸びとの特徴的なむすびつ
きは、上野の群桜の下での群集にはじまる」（白幡　2000；133）とも言える
だろう。
「群桜」の上野の前例
　江戸における、初めて桜群植が現れたのは、上野であった。そもそも、
上野の山は、京都の比叡山になぞらえ、東叡山（東の比叡山）と称した。そ
の山には寛永年間（1624－1644）に建立された寛永寺があり、京都の琵琶
湖にみあう不忍池もあった。寛永時の建設で三代将軍家光を手伝ったの
は、天台宗僧天海（1536－1643）であった。吉野山とのゆかりが深かったた
め、上野で「その吉野の山桜が植えられた」（白幡　2000；131）ということ
であった。
　江戸期の花見の様子は、徐々に発展し、上述の貴族文化的な「花見モデ
ル」と農民文化的な「花見モデル」の間の位置になったと言えるだろう。
「江戸の花見行事は、享保頃から庶民層へと大きなひろがり」（白幡　
国際日本学論叢
129
2000；146）を見せると同時に、江戸庶民の花見には「独特の行動形態」（白
幡　2000；151）も見られた。それは、「群桜」、「群食」、「群集」という「花見
の三要素」であり、「この三つは、それ以前の花見にはかならずしも備わっ
てはいなかった」（白幡　2000；151）のである。
　「群桜」があった上野では、市民がグループで集まり、桜の下で食べたり
飲んだりしていた。こういう様子が、「農民文化的な花見モデル」に似てい
るが、江戸庶民にとっては、「花を見る」ことに加えて、「群植の桜の花を見
る」ことが必要であった。江戸の居住者は、徐々に、春に「桜を見る」習慣
を広く定着してきたと言えるだろう。
　その結果、享保年間（1716－1736）の前の江戸は、「群植を楽しむ群集の
花見の場所は上野だけであった」（白幡　2000；146）のであり、天和年間
（1681－1684）には、上野の桜が成長し、「群植された桜すなわち群桜の下
でのにぎやかな花見が普及していった」（白幡　2000；133）ということで
ある。
　しかし、上野の寛永寺が徳川家の菩提寺であったため、「鳴り物は御法
度といわれ、（中略）にぎやかに花見を楽しむには堅苦しい所であったとも
いう」（白幡　2000；146－147）が、上野が江戸の一番人気である花見の場
所になったので、「御法度は有名無実になっていたらしい」（白幡　2000；
147）という状況になってきた。
　その様子を見た吉宗は、「将軍の廟所もある寛永寺での遊興は宜しくな
い。だが、これは江戸御府内に「遊楽の地」が乏しいからである」（安藤　
2005；52）という考えを持ち、郊外の新しい花見の場を作ると決定したよ
うだ。
　吉宗以前の徳川将軍たちの社会政策に比較すると、吉宗の政策が革新的
であったと言えるだろう。五代将軍綱吉は、町人の遊び文化の発展につ
て、風紀に害があるというような判断をし、「町人の台頭を快く思ってい
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なかったらしく、治安名目で船遊びに関する規制や辻相撲、辻踊りなどを
禁止し、（中略）実に頻繁に禁令」（青木　2006：56）を出し、風紀を取り締
まる傾向が強かった。それに比べると吉宗は、「庶民の遊びやレクリエー
ションに対しては意外なほど理解を示している」（青木　2006：56）将軍で
あったと言えよう。
　また、吉宗は庶民の花見の場所を計画しただけではなく、歌舞伎の芝居
茶屋の開店、お寺の富突などの、以前禁止されたことにも許可を出してい
た。「これは庶民のためにというわけではないが、それでもやはりある種
の「親心」は感じられた」（青木　2006：56）ということである。
４．江戸の群植された桜の出現
4.1.‌都市の拡大と江戸居住者の悩み
　江戸の庶民は、徐々に経済的な余裕を持つことになり、都市生活におけ
る時間を割いてレクリエーションを楽しむことも可能になった。そして、
江戸中期から、「行楽」という言葉が現れた。
　家における「居」に対して、「戸外」に遊ぶ「行」を楽しみの一つに取
り上げ、行楽と称した。（中略）家における楽しみである茶の湯、歌舞
音曲、琴棋書画などの高級嗜慾に対する意味を持っている。同じ室内
の楽しみでも、食道楽、花柳道楽、芝居楽のように、直ちに食色の官
能的な欲望につながるものだ（前島　1989：1－2）
　ということを誇示した。その意味で、江戸町人は、自分の文化と価値観
を貴族階級の文化と価値観と対比する目的もあったようだ。
　江戸市民の「行楽」（楽しい時間を過ごせる場所へ行くこと）の地理的な
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範囲は、17世紀の終りまでは、「隅田川を最も遠い所」（前島　1989：3）と
いう一里以内のエリアであったが、「天和頃（1681－84）になると、市民の
足はよほど延びて」（前島　1989：3）、戸塚、品川、牛島、日暮里などにも
散策することになり、江戸居住者の行動範囲が広がった。「四季とりどり
の景物も増え、（中略）新しい名所は当時の郊外で、市中よりは少なくとも
二里以上」（前島　1989：3）になったということで、市民が日帰りで行楽を
して夕方に帰るために適当な距離であったからだ。
　吉宗の時代は、江戸の人口が急増していたので、江戸の住民は、巨大な
都市には自然が少なくなったという感覚（外面的な理由）があると共に、
「遠くへ出かける程行楽の妙味が益す、－　開放感が深く身にしみる　－　
即ち遠きを憧憬の的とする都会人の通有性」（前島　1989：3）という感覚
（内面的な理由）もあったようである。
　吉宗自身は、花見の貴族文化的なモデルをそれほど好きではなかっただ
ろう。上述のように、詩歌管弦といった遺族的教養は乏しかったからだ。
また、江戸の人口の急増と高い密度があったため、自然が実際に少なく
なっていったということや、人口の増加に伴う江戸の膨張という現象も
あったので、吉宗は、新しい都市拡大計画が必要になったと感じ、その長
年の問題に対処し始めたのである。
4.2.‌江戸近郊の花見の新名所の選択に関係ある吉宗の鷹狩り
　吉宗は鷹狩りの愛好家として知られていた。五代将軍綱吉の頃、鷹狩り
が禁止されていたが、吉宗は、将軍襲職後、早速この慣習を復活させた。
　享保3年（1718）に鷹狩りを復活させ、享保5年（1720）には、江戸近郊の
桜の植栽計画が実施され始めた。これは、偶然の一致ではないだろう。鷹
狩りは、これを支える作業と事前の準備が多く、その中で、「鷹狩りの場所
の維持と管理、ならびに鷹場へ到着するための街道の整備」（白幡　2000：
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139）が必要である。吉宗は享保3年から享保5年にかけて、江戸の周りの脇
道の管理などの活動の枠組みの中で、江戸の郊外を馬で乗り回ったりして
いたと推測できる。
　桜を植える場所として選ばれたのは、向島、御殿山、飛鳥山であった。
その郊外の地域の配置を見ると、江戸城から東北南西に一ヵ所ずつという
配置であり、江戸城（と日本橋）から二里程度の距離であり、そこに空間の
計画性が見られる。その三つの地域は、将軍の鷹狩りのルートにあり、す
べてが計画に入れられた。「鷹狩りと桜の植樹との時期的かつ地理的近接」
があり、それは「鷹狩りと密接に関わっていることは否定しがたい」（白幡　
2000：139-140）のである。特に興味深いのは、飛鳥山がその花見の新しい
場所リストに追加されたのが偶然であると推測できることだ。『徳川実機』
などの暦代将軍の史料を検討した研究者によると、飛鳥山に桜が植え始め
られたのは、享保5年9月だが、「その前月である八月十一日に、吉宗は飛鳥
山方面では、はじめての鷹狩りを行っている」（白幡　2000；140）という記
録があるのだ。
　次に、吉宗が飛鳥山を花見の場として選んだ理由を検討してみたい。
５．‌「王子飛鳥山」の地域の作成　-　江戸の民衆側と為政者側の
貢献‌
5.1.‌吉宗と飛鳥山
　暦代将軍の事蹟を記した『徳川実紀』には、「飛鳥山は享保五年九月より
植えはじめて、凡櫻二百七十株、松百本植えられしに、櫻はわきて年を逐
て枝葉しげり、花の時は絢爛として美観をなせり」（『徳川実紀』801頁　元
文二年（1737）三月十日の条の書き出し部分）（飛鳥山では、享保5年9月か
ら植えはじめ、およそ270本の桜の木、100本の松の木を植えたところ、特
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に桜が年々枝と葉が生い茂り、花が咲いている時に絢爛たる美観を作って
いる）という記録がある。
　江戸城内吹上御殿から、合わせて「桜1270本、紅葉100本、松100本の苗を
移植させた」（白幡　2000；135）のだが、勿論、木が成長するまでに時間が
かかり、「桜の名所として充分世に知れわたっていた」（白幡　2000：149）
のは、1730年代である。庶民が徐々に上野から飛鳥山などの新しい花見の
場に移動することになり、寛永寺の周りの「鳴り物」がいなくなったので、
吉宗のそもそもの目的が、結局達成された。
　「上野はすでに長い伝統を持った由緒ある花見名所となっており、（中
略）まだ上野の桜の方が断然優位であるとみなされていたのである」（白幡　
2000：136）事実があり、飛鳥山の桜が「江都第一」に認められたのは、「元
文（1736－41）の頃」（白幡　2000：136）の16年後のことである。それは、以
下に説明されている将軍の元文年間の取り組みにも関係していたと思わ
れる。
　それにしても、吉宗が飛鳥山を見て、すぐ（来月）花見の新名所として整
備しようとしたのは、なぜか。いくつかの理由を挙げられるが、第一の理
由は、景観だったと推測できる。飛鳥山からは富士山と筑波山を眺められ
るので、それは潜在的な「眺望の名所」であった。また、王子には、吉宗の
故郷の紀州の王子権現があったということも挙げられる。吉宗が飛鳥山に
個人的な関心を持つ理由は不明であっても、飛鳥山の近隣地域の王子にあ
る王子権現神社が、そもそも紀州の豊島氏に勧請されてきたということを
考えてみると、紀州で育った吉宗が、鷹狩りの時に、その神社を見て、懐
かしく思ったことは考えられる。ほかの理由としては、江戸庶民に寛永寺
の桜だけでは足りなかったこと、江戸近郊の整備が必要であったことも挙
げられる。
　しかし、江戸近郊の「群桜」の植栽の場になったほかの地域に比べると、
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吉宗の飛鳥山に対する態度に、特有なパターンが見られる。「元文2年
（1737）3月11日には、吉宗は驀臣を連れ、飛鳥山で酒宴を催している。将軍
自ら範を垂れ、江戸市民に飛鳥山での花見を推奨した。（中略）花見（桜）の
名所としての飛鳥山の宣伝に一役買ったわけである」（安藤　2005：54）と
いうことを考えてみると、以前はそれほど効果的な宣伝は花見の名所には
なかったのだろう。
　同じ年の「閏11月2日、幕府は飛鳥山に、縦6尺8寸、幅6尺もの石碑（「飛
鳥山碑」）を建立した。当時、関東最大の石碑と宣伝された。（中略）もちろ
ん、その目的は、吉宗が飛鳥山を江戸市民の憩いの場として下賜したこと
を、後世に伝えるためであった」（安藤　2005：61－62）ということは、飛
鳥山の宣伝の次のステップに見える。さらに、碑の建立の次の年には、吉
宗はそれを見るためもう一度飛鳥山を訪れたという『徳川実紀』の元文3年
（1738）9月の記録も残っている。「二十二日　雑司ヶ谷・王子の辺りに鶉を
からせ給ひ、又こたび建てられし飛鳥山の碑御覧有りて、金輪寺にやすら
はせ給ひ」（『徳川実紀』807頁　元文三年（1738）九月二十二日の条の書き出
し部分）（22日　雑司ヶ谷・王子の辺り似鶉をお狩りになり、また今回は、
飛鳥山で建てられた碑をご覧になって、金輪寺でお休みになり）という出
来事も、市民の記憶に残ったはずである。
　この点については、江戸のマスメディアであった浮世絵と地誌の役割も
大きかった。飛鳥山などの花見の新名所を初めて紹介したのは、絵図とテ
キストの説明であり、その場所を民間に広めた。1737年以降の地誌の絵図
と浮世絵では、飛鳥山碑も、飛鳥山の景色の不可欠な部分になり、テキス
トの説明にもよく挙げられていた。それ故、江戸以外の地域の人々にも新
しい名所について知らせることになり、旅の際に、江戸を訪れた場合、そ
の名所を実際に見に行くという、江戸の観光文化の展開があったと推測で
きる。
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　吉宗（幕府）の強力なバックアップなくして、江戸の観光名所（桜の名
所）・飛鳥山はありえなかったことは、明確である。
5.2.‌名所の空間的分布という現象（京都の例）
　日本は、18世紀の終わりごろは、もう「旅ブーム」の時代であった。様々
な種類と形式の名所案内記も豊富に出版され、出版業界に大きな利益をも
たらした。ついに、ある場所が案内記に載せてから、出版業界だけではな
く、その名所の地域にも、その周りの地域までも、（経済的な）利益をもた
らすという経済拡大効果があった。
　京都の場合、観光スポットに関するガイドブック類の本が、都の有名な
場所を繰り返して強調することによって、周りの観光地の形成にも影響を
与えたという現象が知られていた。最近、GIS‌（Geographic‌ information‌
system）などの大量のデータの分析システムを使用することによって、そ
の現象についてさらに明確にすることが出来た。
　塚本章宏は、空間的視点からのアプローチを取り、「名所案内記の遊覧
経路を対象とした研究」（塚本2006：113）を行ってきた。今までに、名所に
関する大量データを同時には分析出来なかったが、「GIS‌を用いた空間分
析を通じて，既存の歴史地理学的研究では扱いが困難であった課題に取り
組むことも最近可能となった」（塚本2006：113）と指摘した。
　塚本氏は、近世京都の名所として描かれた場の空間的分布を研究するた
めに、遊覧経路とそのモデルを分析の対象にして、「遊覧経路が名所の記
載に及ぼす影響を、名所と経路との空間的位置関係」（塚本2006：119）とい
う点から考察をした。
　大量の案内記の内容を分析し、すべての名所を２つのグループに分け
た。ほとんどの名所案内記に登場している名所を区別し、「近世を通して
名所案内記が作成される際の核となった名所」（塚本2006：120）というグ
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ループを作った。「核となった名所」の周りの名所を、「付属的な名所」とい
うグループに集めた。2つのグループの名所の空間的な相互関係を検討し
た。塚本章宏の研究の結論になったのは、「核となった名所の立地は，名所
案内記に経路を設定して記載する際にも，有用なポイントとなっていた」
ということであり、「核となった名所が，遊覧する際の目標物でもあった
ために，その周辺で核とならなかった名所が卓越したと考えられる。つま
り，有名な神社仏閣の周辺には，付属的な名所が点在するとみることがで
きる」（塚本2006：120）と明記した。
　江戸は、観光文化に関して、京都のパターンを踏襲する傾向があった
（最初の案内記の形式などが京都から模倣されたことなど）ので、遊覧経路
と名所の展開も、ある時期から京都と同じ方向に発展することになったと
推測できる。
　本稿のテーマである飛鳥山と王子の２つの地域を、以上の空間的分布の
現象の側面から分析してみたい。
5.3.‌‌同じ地域の名所間の互いに利益のある関係の形成－飛鳥山
と王子稲荷神社の例
　上述の遊覧経路と名所の空間的位置のことを考えてみると、花見の名所
になった「眺望の名所」と「花見の名所」の飛鳥山と、以前から人気であっ
た「参詣の名所」の王子稲荷神社の場合、後者は「核の名所」であったと言
えるだろう。飛鳥山よりずっと以前から「江戸の名所」として意識されて
いたからだ。そこで、飛鳥山が「付属的な名所」になったと言えよう。
　さらに、吉宗の近郊の群桜の植栽整備の計画について、いくつかの考え
られる理由を示したが、もう一つの理由として、江戸の近郊の地域で、住
民の経済状況を良くする必要があったということも考えられる。上述の京
都における広く利用された「名所の空間的分布」という例があり、それは
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おそらく、観光事業に携わる市民が考え出した。江戸の場合、将軍が近郊
の地域の大衆化という計画を、ほぼ同じやり方で実施した。さらに、飛鳥
山の場合、「大衆化」の過程に、2つの段階があったとみられる。
　最初に、歴史が長く、人気の高い王子稲荷神社があるからこそ、近隣の
地域に別のタイプの遊覧地が現れる。その新しい「付属的名所」が、もう
「核になった」名所の求心力を利用して、観光客を誘致出来るという計画が
あっただろう。次に、まだ観光客に紹介されていなかったその新しい遊覧
地が、浮世絵、絵図、地誌に掲載されることになった場合は、近隣の王子
稲荷にも経済拡大効果をもたらす現象があった。そこで飛鳥山を「永遠に
有名にする」ために、将軍が自分で花見に出かけ、飛鳥山で宴を行い、その
出来事のための記念碑を建てたという政策だった、という可能性もあり得
るだろう。「飛鳥山が観光地化することで、周辺地域に経済効果がもたら
されるのを強く期待していた」（安藤　2005：54）ということである。
　飛鳥山と王子稲荷神社の例が示すように、江戸の近郊空間の「名所化」
に、江戸の民衆も江戸の為政者も貢献する必要があった。
　為政者側（幕府・町奉行）の場合、1）桜の群植の実施と管理；2）水茶
屋・料理屋・楊弓場などの娯楽施設を開くための許可という2点が、もっ
とも重要であっただろう。元文3年（1738）2月には、「飛鳥山下に仮設の水
茶屋54ヶ所と楊弓場3ヶ所の設置」（安藤　2005：55）の許可が出された。そ
の時から、花見の季節には、飛鳥山と王子を訪れた人数が増加していっ
た。実際に桜を見るためにも、様々な娯楽施設へ行くためにも、その場所
を訪れた江戸の市民と近郊の者が多かったからだ。「商売が十分成立した
ことから、この時点で飛鳥山の花見客は数千人単位に増加しただろう」（青
木　2006：65）という推測は正しいはずだ。
　民衆側の場合、必要になったのは、1）その新しい空間を、（許可を持っ
て）多種多様の四時遊覧の空間に変えるということ；2）新しい場所とその
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娯楽施設を訪れること；3）新しい地誌と浮世絵を通じて、新名所をもっと
有名にし、江戸以外のところから観光客を誘致すること、という3点が、民
衆の役割であったと言えよう。
　王子稲荷神社は、以前からずっと「宗教的な名所」であったが、近隣地域
の飛鳥山に桜の群植が作られたことをきっかけに、一キロぐらいしか離れ
ていない「眺望名所」と「花見名所」が現れた。春に、神社の辺りで花見を
楽しむ人が何倍も増加していたので、神社に行く人も何倍も増えた。神社
の行事や「開帳」などの利益の多い日もあったため、「特に飛鳥山の花見に
合わせて開かれた王子稲荷の開帳時には、江戸や近郊から人々が群集し
た」（安藤　2005：51）ということである。
　自然と景色に恵まれた飛鳥山とその茶屋・料理屋の者から見ると、「御
利益があるとして大変人気のあった王子稲荷もあったため、四季を通じた
行楽地として、多くの江戸市民が訪れていた」（安藤　2005：50）日も多く、
特に王子神社の「開帳」の日に、飛鳥山で食べたり飲んだり遊んだりした
い客が急増し、大量販売と大もうけが出来る時期であった。
　その側面から検討してみると、飛鳥山と王子の関係が「共存共栄の関係」
だったとも言える。そもそも、幕府から刺激（群桜）、支援（娯楽施設の許
可）とプロモーション（吉宗の宴）を受けてから、「飛鳥山」という花見の名
所は、近隣の「王子」という宗教的な名所と、お互いに有益な関係を作った
のである。
　吉宗は、「市民の行楽状況や観光地化による経済効果（潤沢）を知る」（安
藤　2005：54）ことを大事にした将軍であった。しかし、そのような革新
的な計画を立てて実施する為政者が、都市江戸の歴史上唯一の例であると
言っても過言ではないだろう。
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おわりに
　以上、八代将軍吉宗による飛鳥山とその周辺の植栽整備によって、花見
の新名所の作成と江戸市民の新しい空間の使用の展開を検討してきた。
　吉宗の都市空間の新しい名所づくりの計画は、「十分に考慮した極めて
総合的な計画であった」（小野　1988：18）と言える。吉宗は、鷹狩りの時、
いくつかの綺麗な景観の場所を見て、運営政策も、空間計画も、「市民を集
めるための「イメージ作りの理念」（小野　1988：18）も考え出した。結果
として、江戸城から東北南西に一ヵ所ずつの新しい花見の場所が現れた。
　王子と飛鳥山の場合、王子稲荷神社が、以前から人気の高いところであ
り、飛鳥山が桜などの群植の計画の結果、花見の新名所になってきた。両
方とも、江戸の市民にとって四季によって違うイメージを持っていた。
「春は王子稲荷の初午、飛鳥山の花見、夏は王子稲荷の祭礼、（中略）王子の
蛍狩り、秋は（中略）虫聞き、冬は王子・飛鳥山の雪見」（安藤　2005：51）
が観光の目的になり、徐々に「王子飛鳥山」という「一年中の名所の場」と
して市民の心に刻み込まれ、同じ文化的な空として意識されてきたのであ
る。
　八代将軍の桜の植栽計画のきっかけになったのは、江戸庶民の上野の
「群桜」の花見に対するあこがれを見たことである。「紀州の三男坊として、
野山を駆け回って育った吉宗は、乳母日傘の他の将軍たちとは、気質もも
のの考え方の大きく違ったようで、（中略）釣りや鷹狩りを好み、家来にも
そうした「武道」につながる戸外レクリエーションを奨励した」（青木　
2006：61）ということもあった。江戸の市民に、上述の「貴族文化的な花
見」と違うスタイルの花見の出来る場所を提案したかったのではないだろ
うか。飛鳥山などの花見の新名所の花見スタイルは、「花を愛でで歌を詠
む」といった風雅なものから、花見の開放感を味わったり、にぎやかに飲
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食して楽しむという、誰も参加できるようなお手軽なスタイルに」（青木　
2006：60－61）変化したのである。
　本稿では、幕府と江戸市民の新しい名所空間の形成の役割を検討した。
飛鳥山の場合、江戸近郊の遊興地として桜の植栽整備の計画があったこ
と、その計画を立てた者が、目的意識をもった将軍吉宗であったことは、
都市空間の「名所化」における珍しい事象であった。都市江戸が、18世紀の
後半以降、江戸っ子の文化の繁栄した観光地になった道のスタートは、将
軍吉宗の時代だったと考えられる。
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王子稲荷社 （『江戸名所図会』）   
東京都立図書館のＨＰより 
http://www.library.metro.tokyo.jp/portals/0/edo/tokyo_library/modal/index.html?d=354 
 
      
       飛鳥山北の眺望                              白幡油洋三郎 『花見と桜』より      
（『名所江戸百景』歌川広重）       
     国立国会図書館のＨＰより         
http://www.ndl.go.jp/landmarks/details/detail425.html     
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The roles of the bakufu and the inhabitants of Edo in the formation of 
a new “meisho” space: the eighth shogun Tokugawa Yoshimune and 
his plan for the mass planting of cherry trees at Asukayama
DESEATNICOVA Ksenia
Doctoral Course, Major in Japanese Literature, International Japanese 
Studies Institute, Hosei University
Abstract
　In‌this‌article‌I‌analysed‌the‌roles‌of‌the‌bakufu‌and‌the‌inhabitants‌of‌
Edo‌ in‌ the‌ process‌ of‌making‌ a‌ space‌ in‌ the‌ city‌ outskirts,‌ once‌
unknown,‌into‌a‌“famous‌place”（“meisho”）.‌
　This‌case‌is‌quite‌rare‌as‌it‌was‌the‌shogun‌Yoshimune‌himself‌who‌
was‌behind‌ the‌changes.‌Noticing‌ that‌people‌ in‌Edo‌ love‌ “hanami”
（cherry-blossom‌viewing）Yoshimune‌realized‌that‌there‌was‌almost‌no‌
mass‌planting‌of‌sakura（cherry‌trees）in‌Edo.‌This‌is‌believed‌to‌be‌the‌
starting‌point‌of‌his‌project‌ for‌the‌mass‌planting‌of‌sakura‌ in‌several‌
districts‌of‌ the‌outskirts‌of‌Edo,‌ including‌Asukayama,‌Mukōjima‌and‌
Gotenyama.‌But‌ it‌was‌Asukayama‌to‌which‌ the‌shogun‌paid‌special‌
attention,‌once‌organizing‌his‌own‌hanami‌party‌in‌the‌spring‌of‌1737.‌It‌
was‌a‌very‌good‌promotion‌for‌the‌new‌sakura‌“famous‌place”.‌
　Also,‌ the‌closeness‌of‌another‌ “famous‌place”,‌Oji‌ Inari‌ shrine,‌was‌
important.‌Gradually,‌Asukayama‌ itself‌managed‌ to‌ attract‌ a‌ lot‌ of‌
visitors,‌ and‌ this‌ collaboration‌ of‌ the‌ two‌ “meisho”‌ improved‌ the‌
economic‌situation‌of‌the‌whole‌area.‌
　The‌development‌of‌Asukayama‌was‌started‌by‌Yoshimune,‌but‌the‌
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success‌of‌the‌whole‌plan‌was‌also‌due‌to‌the‌inhabitants‌of‌Edo,‌as‌they‌
were‌the‌ones‌who‌put‌new‌life‌into‌the‌area‌as‌a‌new‌“famous‌place”.
